
一宮市馬見塚遺跡における立地と
遺跡形成についての覚書

川添和暁・鬼頭　剛

　一宮市馬見塚遺跡は、尾張低地帯に立地する遺跡として、学史的にも知られた著名な遺跡である。
当地域の縄文時代後晩期の遺跡が散発的な状況を示す中、馬見塚遺跡では、遺構・遺物の出土など遺
物包含層の様相が群を抜いて濃密であり、この遺跡の様相の解明および評価は、当地域の縄文時代後
晩期を語る上で必須である。筆者らはこれまで公表されている調査・研究成果をまとめる作業から開
始した。本稿では遺構・遺物出土の様相を把握する一方で、地質学的立場からの表層地形解析結果を
重ね合わせた。その結果、縄文時代後期後葉から弥生時代に至るまで、一貫して遺跡内のくぼ地際に
遺跡が形成されていることが判明し、晩期中葉以降は同時に２ヶ所で形成が行なわれている様子を明
らかにすることができた。

　愛知県西部、犬山扇状地から尾張低地帯にか
けては、散発的ではあるが縄文時代の遺跡の存
在が確認されている。愛知県の西部には完新統
からなる濃尾平野が広がり、陸側から海側（伊
勢湾）にかけて扇状地から三角州に至る地形の
変化が認められる。完新統のつくるこれらの地
形の上には、散発的ではあるが縄文時代の遺跡
の存在が確認されており、縄文時代中期末には
既にヒトの活動痕跡が所々で確認されているも
のの、より安定して遺跡の存在が確認できるの
は縄文時代後期後半以降と言えよう。
　本稿では、この地域の縄文時代晩期の遺跡の
中でも、馬見塚遺跡を特に取り上げたものであ
る。馬見塚遺跡は当地域における屈指の縄文時
代晩期遺跡でありながら、遺跡全体の様相が不
明瞭であることによる。この遺跡の形成状況を
含めた遺跡構造を理解することは、当地域のみ
ならず、周辺遺跡の様相をも併せて、縄文時代
晩期の地域社会の一様相に迫り得るものと考え
られるのである。
　本稿では、考古資料のデーターの整理と、地
質学的地形解析とを組み合わせたものである。
前者は川添が、後者は鬼頭が行なうものである。
なお、考古資料データーはこれまで公表されて
いる情報の整理をまずは試みた。

　ここでは、馬見塚遺跡に関する研究史を概観
する。ここでは、今回話題とする、馬見塚遺跡
の立地や遺跡形成の様相についての記載につい
て、整理したい。
　a. 遺跡発見から資料報告
　馬見塚遺跡を初めて発見したのは、森徳一郎
である。大正時代末の当時までは、尾張国一宮
である真清田神社の創建を奈良時代以降と一部
で考えられていたことに関連して、平野内に遺
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跡は存在しない、とされていた。しかし、大
正 15 年に神社東方では馬見塚遺跡が、西方で
は萩原町二タ子遺跡が発見され、平野の形成が
古くまで遡ることが認識されるところとなった

（森 1929：30 〜 31 頁）。しかし、遺跡の確認は、
後世の木曽川などによる二次的堆積による可能
性が指摘されるほど、当時としてはある意味常
識外のことであったようである（上羽 1926：
431 頁）。馬見塚遺跡の包含層からは石冠を含
めて多量の土器・石器・石製品が出土したよう
であるが、同時に遺構としては土器埋設遺構【土
器棺墓】が「数十箇」見つかった（森 1931）。
合口が認められたこともあり、森は九州地域の
甕棺墓との関連性を想定した。この地点は、現
在、馬見塚 A 地点と言われる位置にあたる。『新
編 一宮市史』には、土器棺墓の出土状況の詳細
について、森の未刊行原稿が掲載されている（澄
田・大参・岩野 1970：38・39 頁）。A 地点内
の土器棺墓（甕棺）の出土を４地点に分けた報
告文である。第一号地は合口２基で、耕作土を
出した後の水田下一尺五寸（約 45cm）のレベ
ルに位置していたとする。第二号地は合口１基
で、田面下二尺（約 60cm）のレベルで見つか
った。第三号地は単式が２基で、１基は畑面下
三尺八寸（約 1.15m）の深さで、別の１基は畑
面下三尺二寸（約 97cm）の深さであった。第
四号地は単式１基で、畑面下三尺九寸五分（約
1.19m）（田面下一尺四寸五分（約 44cm））の
深さからの出土であった。
　林　魁一は、馬見塚遺跡の字郷前と字三反田
では、性格を異にすることを指摘した。広大な
遺跡範囲における形成差を初めて指摘したもの
と考えられる。前者は縄文土器・石器を、後者
は弥生土器（古式土師器）・曲玉・管玉が出土
したとする。弥生土器（古式土師器）なども畑
地下一尺より六尺くらい（約 30cm 〜 1.8m）
の沖積土中の出土とした（林 1927：61 頁）。
森は、この三反田地区について馬見塚遺跡の範
囲外に考えているようであり、縄文時代を主体
とする字郷前を中心とする区域に限定していた
ようである（森 1931：43 頁）。また、大場磐
雄は、この三反田地区について、石製模造品
の存在などから祭祀遺跡とした（大場 1938：
236 頁）。

　以上の状況を整理・報告したのが、小栗鉄次
郎である（小栗 1942）。小栗は、土器棺墓の
出土が知られていた、字郷前を中心とする東西
280m・南北 180m に渡る地点を A 地点、字三
反田を中心とする地点を B 地点と整理した。遺
物の出土状況についての報告もある。当時は石
鏃の表面採集が可能であったこと、A 地点から
出土した石剣数点は土器棺墓とともに道路面か
ら 90cm の下位、田面より 45cm の下に並列
して置かれた状態で出土したことが記されてい
る。５号地とした東見六の地点では、上から第
一層：耕作土（93cm）・第二層：粘土層（17cm）・
第三層：黒色腐植土（27cm）・第四層：砂交赤
斑点土（35cm）、以下、細砂層という堆積が確
認されており、土器は第三層・第四層に埋もれ
ていたという（同：29 〜 30 頁）。
 　b.『新編 一宮市史』と範囲確認調査
　太平洋戦争後の昭和 28（1953）年、当地の
土地改良工事中に多量の遺物の出土から、遺跡
保存の機運が高まり、名古屋大学澄田助教授（当
時）の指導のもと、遺跡顕彰会の組織と、馬見
塚出土品陳列館の開設を経て、昭和 29（1954）
年には県指定史跡に指定されたという（岩野・
能登 1975：3 頁）。
　昭和 35（1960）年、一宮市史編さん事業が
開始し、昭和 45（1970）年に『新編　一宮市
史 資料編一 縄文時代』（以下、これを『資料編
一』とする）が刊行となった（澄田・大参・岩
野 1970）。本書は、現在でも馬見塚遺跡を知る
ための基礎文献であるばかりではなく、立地記
載に地形・地質学的な研究成果の導入や、調査
成果の提示の手続きなど、今日的に参考になる
点が多い。
　1950 年代後半〜 60 年代にかけては、地盤沈
下・災害・都市開発などで、沖積地に対する地形・
地質学的な研究成果が多く出されていた時期の
ようである *。『資料編一』に先行して刊行された

『資料編三』では、尾張平野の地形の特徴が既
に記されている（井関 1963：41 〜 42 頁）**。『資

*　1970 年代の自然堤防の研究動向については、井関弘太
郎『三角州』（井関 1972）、籠瀬良明『自然堤防』（籠瀬
1975）などを参考にした。
**　後に『新編一宮市史 本文編 上』の中で、より詳細に論
じている（井関 1978）。
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料編一』でも尾張平野の特徴として、東北高地
部から西南低地部にかけて、木曽川扇状地帯・ 
自然堤防帯・低地帯の三地形面に区分でき、当
地域の縄文時代遺跡は、自然堤防と後背湿地に
よる表層微地形からなる自然堤防帯に立地する
ことを特徴とした（澄田・大参・岩野 1970：8

頁）。このように縄文時代遺跡立地における自
然堤防という概念の導入は、考古学の分野では
1970 年代以降に広く言われるようになったよ
うで（渡辺編 1975、渡辺 1978）、『一宮市史』
はその先駆けであったと言えよう。
　その上で、『資料編一』では、これまでの調
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図２　馬見塚 F 地点の土層断面図および遺構位置図（澄田・大参・岩野 1970 より改変）



査を整理し、かつ新たに行なわれた発掘調査成
果をも合わせて、調査年次順に A 〜 G 地点と
称した。これが現在、広く使われている地点名
である。A 地点は森徳一郎の報告した地点、B
地点は三反田地区にあたる。当時、馬見塚遺跡
周辺では畑の土取り工事がしばしば行なわれた
ようで、遺物の出土を受けて緊急に調査を行な
った場合が多かった。特に F 地点の調査は、土
器棺墓５基・焼人骨を含む土坑・炉跡などが見
つかり、馬見塚遺跡を代表する調査事例となっ
た（図２）。E 地点・F 地点については、土層断
面図の提示がされている。F 地点では、地表下
60cm のレベルで、遺物包含層である褐灰色シ
ルトが 55cm の厚さで確認された。この調査で
は、土器・石器のみならず、土偶・石製垂飾など、
多様な遺物の出土をも見た。なお、大参義一は、
縄文時代晩期後葉から弥生前期への土器型式の
変化を示すなかで、F 地点に続くほぼ一時期の
資料を多く含むものとして、D 地点出土土器群
の詳細を提示した（大参 1972：168 〜 172 頁）。
　昭和 48（1973）年、馬見塚遺跡の範囲確認
調査が行われ、その成果が公表された（岩野・
能登 1975）。馬見塚遺跡全体を網羅的に行なわ
れた調査は、現在この調査のみである。報告の
中で特に注目すべき点として、現状で確認でき
る微地形では、後背湿地を挟んで南北に長い自
然堤防の高まりで２ヶ所に分かれることを、明
治時代の地籍図を用いて指摘した点である（図
３）。これは、馬見塚遺跡の遺跡形成地盤が一
様ではないことを示唆するものである。調査区
設定は、２×２m の試掘坑（報告ではグリッド

と呼称）を、西側自然堤防で 38 ヶ所（W-1 〜
38）、東側自然堤防で 68 ヶ所（E-1 〜 68）の、
計 106 ヶ所を設定して行なわれた。基本層序は
I 〜 V 層に分かれ、そのうち IV 層とした黒色有
機質土層が縄文時代晩期の遺物包含層で、40
〜 50cm の厚さを確認したとある（図４）。遺
構としては、土器棺墓・土坑の検出があった。
最後に、報告では、縄文時代晩期の遺物は東西
二列の自然堤防でほぼ全域に渡って確認できた
とし、遺物の出土状況から、土器棺および土壙

（ママ）が集中する墓域的様相と、包含層を形
成する生活的様相の二者に分かれると指摘し、
両者の差は平面的あるいは現地形の標高差でも
傾向を辿ることができるとした。
　また、これらの調査の後、1982 年に D 地点
南の地点から後期宮滝式の土器が多量に出土し
たとある（岩野 1985：83 頁）。本稿では当地
点を、仮称（旧）ハッカ地点とした *。
　c. 増子康眞による調査
　馬見塚遺跡では、1950 年代以降も水田化な
どの土取り工事がしばしば行なわれたことは、
上述した通りである。馬見塚遺跡出土遺物の収
集に力を注いだ研究者の中に増子康眞がいる。
増子はその出土状況などをもって出土土器群の
一括性などを自身で確認して、当地域の縄文時
代晩期の土器型式設定の基礎資料とした。その
成果は、『考古学手帖』・『古代学研究』・『古代人』
などに発表して、増子の研究成果は、東海地域
以外の研究者にも広く知られるようになったと
いえる。この一連の調査で設定された土器型式
には「又木式」・「西之山式」・「馬見塚式」があ
る。増子は、論文に地点名を記しているが、こ
れは増子自身が土器の出土を確認した地点名で
あり、A 地点から I 地点まである。『資料編一』
で称された地点名と区別するために、本稿では
増子確認・採集地点名を Ma-A 〜 Ma-I の名称
で表現することとする。
　まとまった報告の初出は、『考古学手帖』に
掲載された論文であろう（増子 1963）。Ma-A

*　『資料編一』の掲載資料は、佐藤丈夫・上田八尋・
安達厚三・山崎真臣・新井喜久夫・清水雷太郎など、
多くの人の遺物採集活動によるものである。なお、

（旧）ハッカ地点の遺物採集は、寺川光夫の尽力によ
るところが大きい。

図３　馬見塚遺跡付近の明治時代地籍図
　　　　　　　 （岩野・能登 1975 より引用）
　　　　　　　　網目部分は自然堤防を示す
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図 3　馬見塚遺跡付近の明治時代地籍図
（岩野・能登 1975 より引用）

編目部分は自然堤防を示す



地点から Ma-G 地点まで地点名を付け、Ma-B
地 点・Ma-C 地 点・Ma-D 地 点・Ma-E 地 点 の 
出土土器について図示を行なった。Ma-B 地点
で五貫森式、Ma-C 地点で下層が宮滝式、上層
で弥生前期、Ma-D 地点で晩期中葉、Ma-E 地
点で晩期後半をそれぞれ主体とする遺物が出土
したという。遺物は土器と石器・石製品（石
鏃・石錐・異形勾状小石器・打製石斧・磨製石
斧・凹石・軽石・石剣・石棒）、遺構としては
土器棺墓を確認したとある。その後、この馬見
塚遺跡出土土器を用いて、稲荷山式→西之山式
→五貫森式→馬見塚式→樫王式という晩期中
葉以降の土器編年について提示をした（増子
1965）。また、Ma-I 地点では、長さ約６m・幅
約 70cm・深さ約 50cm の溝状遺構が検出され、
埋土中から集中して晩期前半の資料が出土し
た。増子はこの土器群を又木式と命名した（増
子 1981：84 頁（初版 1975））。なお、紅村　
弘が著した『東海の先史遺跡』に掲載されて

いる仮称 C 地点および D 地点は、本稿の Ma-C 
地点・Ma-D 地点に相当すると考えられる（紅
村 1963：71 〜 74 頁）。
　d. 馬見塚 H 地点の調査
　平成５（1993）年、設楽博己らによって学
術調査が行われ、その成果が公表されている（設
楽ほか 1995）。調査地は G 地点に道路を挟んで
北側に連接する地点で、H 地点と称された。当
地は遺跡中央の後背湿地から東側自然堤防にか
かる位置にあたる。調査では、後背湿地側から
自然堤防にかけての地点に A トレンチ（6.5 ×
2m）、東側自然堤防上に B トレンチ（4 × 2m）
を設定、発掘調査を行ない、かつこの H 地点
の東西方向に馬見塚遺跡全体を横断するライン
で、９ヶ所のボーリング試料の採取が行なわれ
た。
　A トレンチの大別層序は、１層から５層に分
けられ、５a 層が縄文時代晩期の遺物包含層で
あるという。遺構は溝が１条見つかった。報告
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Ⅲa層　砂質土層（茶褐色を呈し粘性が強い）、縄文時代晩期土器片と山茶碗片含む
B.B. 層　粘性の強い黒色土層（ブラックバンド）
Ⅲb層　砂粒を多く含むが粘質土層へと変化する層（灰白色、Ⅲa層からⅣ層への漸移的な層）、縄文時代晩期土器片を散発的に含む
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図４　馬見塚遺跡範囲確認調査 土層断面図（１：60 ）（岩野・能登 1975 より改変）
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図 4　馬見塚遺跡範囲確認調査土層断面図（1 : 60）（岩野・能登 1975 より改変）
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図 5　馬見塚遺跡 H 地点土層断面図・遺構配置図（1 : 60）（設楽ほか 1995 より改変）

図 6　馬見塚遺跡 H 地点調査トレンチ土層断面見通し図（1 : 150）（設楽ほか 1995 より改変）
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では、南北方向に向かって伸びているこの溝を
縄文時代にも遡り得るものとして含みを持たせ
てある。土層断面図を見ると、溝は自然堤防と
後背湿地との境付近に位置しているようであ
る。B トレンチの調査でも、大別層序は A トレ
ンチのそれと対応する形で提示されているが、
A トレンチの５a 層とはかなり内容が異なるよ
うである。こちらの５層は、地表下約１m のレ
ベルで 30 〜 40cm の厚さがあり、土器・炭化物・
骨片の包含が良好であったとある。（図５・６）。
検出遺構としては重複関係を有する土坑２基が
ある。縄文時代後期末の土器とともに、石冠・

焼けた石皿・石剣・焼骨・炭化種実が出土した。
包含層からも、後期末〜晩期初頭・晩期中葉・
晩期末などの土器片や、打製石斧・石棒石剣類・
土偶片が出土した。また遺跡を横断する９ヶ所
のボーリング試料の分析から、後背湿地の堆積
層の形成年代と自然堤防上の縄文時代包含層の
堆積レベルを知ることができた。
　さて、以上の調査研究史の整理作業および先
学諸氏よるご教示の結果、調査位置および検出
遺構・特殊遺物出土位置などを一図面にまとめ
ることができたので、ここに提示する（図７）。

（川添和暁）
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図 7　馬見塚遺跡調査区位置図（1 : 3,000）（岩野・能登 1975 に加筆修正）



　a. 方法
　一宮市馬見塚地域がどのような場所に立地し
ているのかを明らかにするため表層地形解析
を行なった。解析のために等高線図を作成し
た。等高線図の作成には「一宮市都市計画基本
図 (1/2,500)」の平成 21 年（2009 年）修正版
にプロットされた標高値を用いて鬼頭が作成し
た。
　b. 表層地形の解析結果
　東西 4 km、南北 3km の範囲において、等高
線間隔 0.2m で標高 5.4 m から標高 10.6 m ま
での等高線が描ける（図８）。解析範囲の現在
の状況は 5 つの河川（用水を含む）がそれぞ
れ北から南へ流れており、西から大江川用水、
縁葉川、千間堀川、新般若用水、青木川となる。
これらのうち縁葉川と千間堀川は解析範囲を越
えてさらに南約 500m で合流し、縁葉川となる。
また、範囲の南東角の平島では新般若用水と青
木川が合流し、青木川となって南へ流れる。西
には JR 東海道本線、名鉄名古屋本線、名鉄尾
西線が通り、東側には国道 22 号線が通る。今
回対象とする一宮市馬見塚は縁葉川と千間堀川
とに挟まれた場所にある。
　解析範囲全体では北東側で標高が高く一宮市
赤見（解析範囲はすべて一宮市内となるため、
以下からは一宮市は省略する）、大赤見、小赤
見で標高 10m を超える。いっぽう、南西方向
に向けて標高は次第に低くなり、大和町妙興寺
では標高 6m よりも低いところがみられる。解
析範囲全体では北ないし北東方向に標高が高
く、南ないし南西方向で低い傾向がある。
　解析範囲を概観すると全体に複雑な等高線が
描けるが、南北方向を向いたいくつかの谷地
形が認められる。ここで馬見塚とその周辺地
域に注目すると、馬見塚（標高 8.0m）には標
高 7.6 〜 7.8m に閉曲線で囲まれたくぼんだ地
形が存在する。この地形の北側は浅野から馬見
塚までに至る標高 8.0 〜 8.6m で距離約 500m
の尾根地形が接している。この尾根を挟んで
西には標高 9.4m 付近の富士から印田通、相生
を通り馬見塚へ向かう総延長約 2km の谷があ

る。この谷は富士から印田通までは北北東から
南南西方向に流下するが、印田通において流下
方向が変わり、相生から馬見塚まで北西から南
東へ方向を変える。先の尾根地形の東には標高
8.4m の浅野から馬見塚まで距離約 500m の小
さな谷がある。これら 2 つの谷がちょうど馬
見塚において合流する形となる。
　馬見塚の東には、これらのくぼ地や谷地形を
境して、北の浅野からはじまり馬見塚、せんい、
若竹、あずらに至る標高 7.2 〜 8.6m までの総
延長約 1.9km の尾根地形が認められる。この
尾根地形は浅野から馬見塚までは東西方向の幅
約 80 〜 200m ほどであるが、馬見塚よりも南
のせんいでは東西幅が急に広くなり、緩やかな
傾斜となる。また、馬見塚の南にある森本では、
この尾根地形から西方向に突きだした標高 8.0
〜 8.2m の舌状の地形がみられる。さらに、上
述の尾根地形の東には、北の浅野から馬見塚、
若竹、島崎、あずらを通る明瞭な谷地形が読み
取れる。この谷地形は浅野から馬見塚付近まで
は南北方向を向いているが、さらに南のせんい
において東へ凸状に張り出して屈曲をしてい
る。現在の千間堀川の流路はちょうどこの谷地
形の中を流下している。
　以上のように、現在の馬見塚地域は北西から
南東方向に開口した谷と、北から南へ開口する
谷とが合流する地点にあたっており、そこには
閉曲線からなるくぼ地状の地形が現われた。こ
のくぼ地を取り囲むように北、東、南を標高の
相対的に高い尾根地形で囲まれている特徴をも
つ。
　c. 馬見塚遺跡周辺の地形的特徴
　馬見塚遺跡周辺の地形の特徴をさらに詳細
に、その成因も含めて考察をする。ここで注目
するのは馬見塚地域が縁葉川と千間堀川との間
に挟まれることである。馬見塚の東を流れる千
間堀川は馬見塚を越えたあたりから、それま
で北から南方向の直線状であった谷地形が北
西 - 南東方向に変わり、せんいにおいて大きく
東に凸の屈曲地形がみられる。また、等高線図
に現われる谷地形と現在の千間堀川との流路と
は、馬見塚周辺に限ってみると、ほぼ一致して
いる。いっぽう、縁葉川は、解析範囲南の若竹
から猿海道までは谷地形と現在の縁葉川の流路
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３．一宮市馬見塚周辺の表層地形解析
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図 8　馬見塚遺跡周辺の等高線図　　A, A' は地形断面図（図 10）を作成した端点を示す

8

8

8

7

6

6

7

6

7

8

8

8
8

9
9

8

8

8

8

8

7

7

7

88

8

8

8

9

9

01

8

8

8

7

8

8

8

9

01

0
1

9

9 9

8

8

8

7

8

8

8

9

9

01

01 01

01

01

9
8

路
道

速
高

屋
古

名

号
　

２
２

　
道

　
国

線
須
清
井
浅
道
県

線宮一倉岩牧小道県

線
宮
一
屋
古
名
道
県

号５５１道国

線
宮
一
屋
古
名
道
県

川

　江

　大

線
宮
一
屋
古
名
道
県

線
江
蟹
宮
一
道
方
地
要
主

線江蟹宮一道方地要主

線
山

犬
宮

一
道

方
地

要
主

線宮一折小道県 線宮一折小道県

線
本
屋
古
名
鉄
名

線
本
屋
古
名
鉄
名

線
西

尾
鉄

名

県 道 一 宮 西 中 野 線

海
東
Ｒ
Ｊ

道

線
本

海
東
Ｒ
Ｊ

道

線
本

線
西

尾
鉄

名

線 野 中 西 宮 一 道 県

東印田町

殿町

真清田

栄

平和

新生

昭和

花池

大和町妙興寺

明治通
石山町

大江

牛野通

城崎通

和光

富士

北出

森本

猿海道

多加木

せんい

馬見塚

島崎

平島

畑屋敷

神明前

勝幡

北小渕

妙興寺

0 100m 

0 500m 

　　

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V V

V V V

V V

V
V V

V

V

V

V V V

V

VV

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V V V V

V

V

V
V

V V

V

V V

V
V

V V

V

V V

V V

V

V V

V

V

V

V

V VV

V V

V V

V

V V

V
V

V

V

V
V
V

V

V

V

V V V
V

V V

V

V

V

V

V

V V

V V V V V

V

V
V

V
V

V
V

V

V V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II II
II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II II

II

II

II

II
II

II

II

II

II

II

II

V

IIII

II

II

II

II

II
II

IIII

II

II

II II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II II

II
II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II II II II
II II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

II

N
又

木

西

之

山

東

見

六

長　　　　畑

郷　　　　前

-

E-30

M7
E-67

E-68

E-64

E-66E-65

E-63

E-61

E-62

E-57

E-55

E-50E-47
E-48 E-49

E-54

Ma- i 地点

E-41

E-39

E-42 E-44

E-31
E-32

E-20

E-22

E-14

E-23

E-24

E-27E-25
E-26

E-28 E-29 E-30E-33 E-34 E-35

E-38
E-36 E-37

E-40

E-45 E-46

E-51
E-52 E-53
E-56

E-58 E-59 E-60

E-19
E-16

E-17
E-18

E-21

E-15

E-3

E-8

E-4

E-9

E-13

E-10

E-5

E-1

E-6

E-11 E-12

E-2

E-7

御物石器採集地点

市博常設展 土層
断面剥取り地点

W-10

W-12
W-11

W-13
W-14

W-15

W-16

W-17 W-18

W-4

W-5

W-6

W-7

W-8

W-9

W-1

W-3

W-2

W-19 W-20 W-21 W-22 W-23 W-24

W-25 W-26 W-27 W-28 W-29 W-30
W-31

W-32 W-33 W-34 W-35 W-36 W-37 W-38

（旧）ハッカ地点

A地点

G地点

H地点

C地点 B地点

古墳時代の遺物包含層

D地点

F地点

E地点

Ma-A地点
Ma-C地点

Ma-F地点

Ma-B地点

Ma-D地点

Ma-E地点

土器棺墓１基

土器棺墓１基

土器棺墓１基

土坑４基

土器棺墓２基?

M1 M2 M3 M4

M5 M6
M7

M8 M9

E-43
8 8

森本

せんい

馬見塚

’ A
A

図 9　馬見塚遺跡周辺等高線図の拡大図



とが一致するものの、せんいよりも北側の流路
は表層の地形とほとんど調和していない。これ
は、せんいよりも北側にみられる縁葉川の現在
の流路が人工的に、現在の地形と斜交するよう
に替えられてしまったものと考えられる。つま
り、現在の縁葉川と千間堀川とはともに解析範
囲の南側で東へ凸の屈曲した流路をもち、とも
に並行しているが、それは縁葉川が人工的に改
変された結果であると思われる。
　そこで次に千間堀川の流路の特徴に注意して
みよう。千間堀川は先にも述べたように、馬見
塚付近を境にして北西 - 南東方向に流路が変化
する。この傾向に合致するものとして、千間堀
川の西側、せんいを挟んで約 1.3km に森本か
ら猿海道に至る標高 7.2 〜 8.4m の北西 - 南東
方向の谷地形が認められる。現在、この谷地形
の中を流れるような河川は見あたらないが、か
つてはこの方向に谷地形内を流れる河川流路が
あったものと推定される。河川は標高の高いと
ころから低いところへ流れることから、北西方
向で標高が高く、南東方向に低い場所があるこ
とになる。馬見塚の北西側にも印田通から相
生、馬見塚へ向かう北西 - 南東方向の谷地形が
認められたことから、かつて馬見塚周辺には北
西 - 南東方向に流路があった可能性がある。も
しこの推定が適当であるならば、流下した流水
は南の猿海道へと向かうであろう。いっぽう
で、谷地形をはばむように馬見塚の南、森本に
は標高 8.0 〜 8.2m の西へ突き出た舌状の地形
があった。ここで、浅野からあずらまでの標高
7.2 〜 8.6m の尾根地形をみると、馬見塚から
せんい、森本にかけて東西方向に緩い傾斜面が
広がる。馬見塚を含む南北断面図を作成してみ
ると、北側の上流部の赤見から浅野にかけての
傾斜面が、馬見塚付近で急に緩斜面となること
がわかる（図 10）。上流部から運ばれてきた堆
積物を含む流れが緩傾斜面に出会うと、そこで
堆積物をためるようになる。馬見塚より南のせ
んいや森本でみられる緩く傾斜し東西方向の幅
の長い地形は、堆積物がローブ状に広がった結
果を見ているのかも知れない。森本の南にみら
れる標高 8.0 〜 8.2m の軽微な谷地形は、この
緩傾斜面に刻まれた谷のなごりとも思われる。

　d. 表層地形の特徴と発掘調査地点との対応
　馬見塚遺跡周辺の表層地形解析結果から、馬
見塚北西にある富士から印田通、相生と通り馬
見塚へと至る標高 8.0 〜 9.4m の北西 - 南東方
向の谷と、馬見塚の北側、浅野から馬見塚に至
る標高 8.0 〜 8.4m の南北方向を向いた 2 つの
谷地形が、ちょうど馬見塚付近で合流する場所
となっていた。その合流地点の馬見塚には標高
7.6 〜 7.8m の閉曲線で囲まれた馬蹄形のくぼ
地状の地形が現われた。このくぼ地の北、東、
南の 3 方向を相対的に標高の高い尾根地形が
取り囲んだ。特に浅野から馬見塚、せんい、あ
ずらに至る尾根地形は、せんい付近で極めて緩
傾斜となり、森本では西につき出た舌状地形を
呈していた。このような地形的特徴と、一宮市
などの過去の考古学的な発掘調査の結果とがど
のように対応しているのか検討をしてみた。
　対応をみるにあたり表層地形の解析結果の図
に、考古学的な発掘調査が行なわれた図とを重
ね合わせた（図９）。これまでに発掘調査され
た地点は馬見塚からせんい、森本に至る場所
で、現在の千間堀川の流路が東へ屈曲し始める
地点の、西側に広がる場所にあたる。
　発掘調査地点との対応を詳しくみると、増子
(1963) の Ma-A 地点は馬見塚にみられた標高
7.6 〜 7.8m のくぼ地に向かって、西側へ舌状
につき出た相対的に標高の高い場所にあたる。
Ma-B 〜 F 地点全体では富士から印田通、相生、
馬見塚までの標高 8.0 〜 9.4m の谷地形の中に
あるが、先のくぼ地の西側緩傾斜面にあたる。
Ma-I 地点は馬見塚、せんいの尾根地形の上で
ある。
　一宮市史（1970）掲載地点について、A 地
点は増子 (1963) と同様に標高 7.6 〜 7.8m の
くぼ地に張り出した舌状地形の上にある。B 地
点・C 地点は馬見塚からせんいに至る尾根地形
の上にある。D 地点は森本でみられた西へ大き
く張り出した舌状地形の上に、E・F 地点は馬
見塚北西にある浅野から馬見塚へとつづく谷内
にあり、くぼ地の西側の緩斜面にある。G 地点
はくぼ地から尾根地形へと向かう傾斜変換域に
あたっている。
　一宮市範囲確認調査（1975）の W-1 と W-3
はくぼ地の西側の緩斜面、W-2 はくぼ地の中

●研究紀要  第 13 号  2012.5

10



A

川
葉
緑

赤見 富士 緑 浅野 馬見塚

馬 見 塚
調査範囲

せんい 若竹 猿海道 

北 南
11.0

10.0

9.0

8.0

7.0

11.0

10.0

9.0

8.0

7.0

標高
(ｍ)

500m0

にある。W-4 と W-5 はくぼ地南西の標高の高
い部分、W-6 〜 W-18 は森本にみられた舌状地
形の北側縁辺の傾斜変換域に、W-19 〜 W-38
は森本の同じ舌状地形の南側縁辺にあたってい
る。E-1・2、E-5 〜 7、E-10 〜 13 はくぼ地の
中にある傾斜面、E-36・37、E-45 も同じ位置
にあり、上記以外の調査地点は馬見塚、せんい
の尾根地形の上にあたる。
　設楽（1995）の H 地点はくぼ地と尾根地形
との境界付近にあたる。また、H 地点調査時ボ
ーリング資料採取地点は、M-1・2 は森本の舌
状地形の北側縁辺部、M-3・4 はくぼ地の中、
M-5・6 はくぼ地から標高の高いところへ向か
う傾斜面、M-7 〜 9 は馬見塚、せんいの尾根
地形の上にあたる。
　e. 発掘成果と地形との対応関係と古環境の
推定
　つぎに考古学的な発掘成果と地形との対応関
係をみる。地形的に馬見塚、せんい、森本にか
けて認められた尾根地形のもっとも標高の高い
場所からは遺物がみつかっておらず、概して地
形の傾斜面に沿う形で良好に遺物の出土がみら
れるようである。特に標高 7.6 〜 7.8m のくぼ

地の東側は多量の遺物と遺物包含層が良好な地
点となっている（図９）。
　ところで、濃尾平野北東部には、犬山市を頂
点とし南の標高約 10m 付近にかけて扇状地（犬
山扇状地あるいは木曽川扇状地と呼称される）
が広がる。一般に扇状地は頂点を扇頂、中央部
は扇央、下流部を扇端とよび、扇頂では礫層が、
扇央では礫層と砂層とが指交関係で重なり、扇
端では粗粒な堆積物を覆ってシルト層や粘土層
が卓越するようになる。馬見塚地域の標高は約
8m 前後であり、表層地形解析でも述べたよう
に北の赤見から浅野にかけての傾斜面が馬見塚
において緩傾斜となっており、ちょうど扇状地
の扇端部にあたっている。設楽 (1995) の H 地
点調査時ボーリング資料採取地点により提示さ
れた地下柱状図によれば、各地点全体を通して
下部には砂層が堆積し、上部にはシルト層や
粘土層といった細粒な堆積物が厚く覆ってお
り、先に述べた扇状地扇端部における層相の特
徴をもっていた。一般に、現世の扇状地扇端部
では地下水位が高いため湧水量が多く、自噴し
たり、泉となって良質な水が得られる。そのた
め地理学的には集落が成立し、湧水を利用した
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図 10　馬見塚遺跡地点を含む南北地形断面図　端点は図 8 を参照。



水田も多い。馬見塚には標高 7.6 〜 7.8m にく
ぼ地が認められた。扇状地扇端部にあたるこの
くぼ地が湧水の噴出するような泉であった可能
性もある。また、このくぼ地は北、東、南の 3
方向を尾根地形により取り囲まれる特徴をもっ
ていた。泉を利用する者にとっては利便性の高
い場所であったとも推定でき、一宮市範囲確認
調査（1975）においてくぼ地の縁辺にあたる
範囲で多量の遺物の出土と良好な遺物包含層と
の記載があることとも調和的である。
　簡単にまとめれば、馬見塚地域は扇状地の扇
端部に位置している。扇状地扇端部は湧水池と
なることが知られており、尾根地形により周り
を閉じられた場所が泉となり、その湧水池に馬
見塚遺跡を形成した人類活動があったものと推
定できる。
　本論では表層地形解析によって現われた地形
のみをたよりに、馬見塚遺跡の地形の特徴や成
因の論を進めた。上で述べたことが妥当かどう
かは、周辺での層序の確認や年代測定などのデ
ータの集積が必要である。いずれにせよ、本論
が馬見塚遺跡を考える上での基礎データとなれ
ば幸いである。（鬼頭　剛）

　ここで、より詳細に出土資料の時代・時期と
内容との対応関係について確認したい。但し、
ここでは、調査区内の様相がより明らかとなっ
ている、A 〜 H 地点および Ma-A 〜 Ma- I 地点
についてにのみ取り上げる。
　表１は、上記調査・遺物採集地点における、
時期と確認遺構をまとめたものである。出土土
器の所属時期から、I 期：後期後葉（宮滝式お
よび併行期）・Ⅱ期：後期末〜晩期前葉（寺津
下層式〜又木式期）・Ⅲ期：晩期中葉（稲荷山
式期）・Ⅳ期：晩期後半（西之山・五貫森式期）・
Ⅴ期：晩期末（馬見塚式期）・Ⅵ期：弥生前期・
Ⅶ期：古墳時代の７時期に分けた。この時期別
に出土土器の傾向をまとめると以下のようにな
る。
　I 期・後期後葉は、D 地点・Ma-C 地点での
出土が確認されている。また、（旧）ハッカ
地点でもまとまった出土の報告がある（岩野
1985）。
　Ⅱ期・後期末から晩期前葉になると、H 地点
B トレンチや Ma-A 地点・Ma- I 地点で出土確

I 期 II 期 III
期

IV
期 V期 VI
期

VI
I期

A地点 土取り中に発見 土器棺墓【合口含む】 ? ? ● ? 晩期後半

B地点 土取り中に発見 ● 須恵器・土師器
滑石製模造品（管玉・臼玉・勾玉・剣
形・有孔円盤）・土製模造鏡・土鈴・
刀子・鉄鏃・ガラス小玉

旧字 三反田

C地点 土取り中に発見 土器棺墓【合口】 ●

D地点 土取り中に発見 包含層 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 宮滝式～寺津式・五貫森式・馬
見塚式・遠賀川系 石鏃 伊勢型鍋出土

E地点 土取りあとに発見 包含層 ● 縄文時代晩期後半 打製石斧・凹石・軽石製品

F地点 土取り中に発見
土器棺墓・ピットor土坑（焼
人骨含む）・炉跡【礫敷】・
地床炉跡?・溝状遺構・包含層

◯ ◯ ● ◯ 晩期前半・五貫森式（古）・馬
見塚式

石鏃・石錐・スクレイパー・打製石
斧・磨製石斧・磨石・敲石・凹石・切
目石錘・土偶・石棒石剣類・石製垂
飾・赤色顔料用の磨石?・骨鏃

土器群は五貫森式古
段階の指標として示
されることがある。

G地点 土取り中に発見
H地点・Aトレンチ 溝（時期不詳）・包含層 ◯ ◯ 五貫森式など・樫王式

H地点・Bトレンチ 土坑・包含層 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
寺津下層式・寺津式・稲荷山
式・西之山式・五貫森式・馬見
塚式・樫王式・遠賀川系

打製石斧・石皿・土偶・石棒石剣類・
石冠

（旧）ハッカ地点 土取り中に発見 包含層 ● ◯ ◯ 宮滝式・寺津下層式ほか 石鏃・剥片・打製石斧 ハッカは旧字名
Ma-A地点 水田化に伴う土取り ◯ ◯ ◯ ◯ 下別所式～馬見塚式
Ma-B地点 水田化に伴う土取り 土器棺墓【合口】・包含層 ● 五貫森式など

Ma-C地点 水田化に伴う土取り ◯ ◯ ◯ ◯ 宮滝式・寺津式・五貫森式・遠
賀川系

Ma-D地点 水田化に伴う土取り ◯ 稲荷山式単純
Ma-E地点 水田化に伴う土取り ● 西之山式/五貫森式
Ma-F地点 水田化に伴う土取り ● ◯ 馬見塚式（少量の遠賀川あり）
Ma-G地点 水田化に伴う土取り H地点南東にあたる
Ma-H地点 水田化に伴う土取り H地点南東にあたる
Ma- i 地点 水田化に伴う土取り 溝状遺構【北東-南西方向】 ● 又木式

※（旧）ハッカ地点の詳細な内容は岩野見司氏のご教示による
※※Ma-A～ i 地点の詳細な内容は増子康眞氏のご教示による

備考検出遺構など 出土土器など 土器以外出土遺物

学術調査

調査地点名 調査の原因
遺物の所属時期など

●研究紀要  第 13 号  2012.5

12
4．考古資料出土傾向との対比

表 1　馬見塚遺跡各調査地点の概要一覧
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図 11　馬見塚遺跡の変遷（1 : 6,000）（赤色は該当時期の遺物が出土した地点を示す）
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図 12　馬見塚遺跡出土晩期前半土器

写真 1　馬見塚遺跡の現況（左上：北西より、右上：A 地点の石標、右下：遺跡中央より北東を望む、左下：遺跡中央より北西を望む）
　　　　　2012 年 1 月 9 日・3 月 4 日　筆者撮影



認されており、A 地点も同様であると推定され
る。
　Ⅲ期・晩期中葉の稲荷山式期は、Ma-D 地点
でこの時期に限定されるようである。Ma-A 地
点・H 地点 B トレンチでも出土が確認されて
いる。
　Ⅳ期・西之山式期および五貫森式期は、A・C・
D・E・F・H・Ma-A・Ma-B・Ma-C・Ma-E の 各
地点で見つかっており、最も広く確認できる時
期である。
　Ⅴ期・晩期末の馬見塚式期は、A・D・H・
Ma-A で確認されており、Ma-F 地点では馬見塚
式期がまとまる状況という。
　 Ⅵ 期・ 弥 生 前 期 は、D・H・Ma-C・Ma-F の
各地点で確認されている。
　Ⅶ期・古墳時代は、B 地点で良好に確認され
ているが、その他の地点で濃厚に確認されてい
る場所は認められない。
　この時期別出土傾向の変遷を示したものが、
図 11 である。I 期は、くぼ地南側の舌状地形
の頂部および南への緩斜面上に集中する。くぼ
地内中央、Ma-C 地点でも当該時期の遺物出土
が確認されているが、当地は西側に張り出す舌
状の高まりの先端部で、高まりからくぼ地への
傾斜面であるとも言える。Ⅱ期になり、くぼ地
東側の尾根上に遺跡形成の中心が移ってくる。
ここは、表層地形解析後の等高線 8.4 〜 8.0m
の範囲にあり、東から西（くぼ地）に向って傾
斜する地形が、一段下がって緩やかになった高
まり上にあたる。遺跡中央の凹地周辺の遺跡形
成が開始される。Ⅲ期になると、くぼ地東側に
加え、くぼ地北西側でも活動が開始される。北
西側はやや低く、表層地形解析後の等高線 7.8
〜 8.0m の範囲の平坦地となっている。この傾
向はⅣ期になるとさらに顕在化する。北西側で
の遺跡形成活動が活発になる一方で、くぼ地東
側でも、東側に向ってさらに一段上の高まり西
側端部にまで、活動範囲の広がりが認められる
のである。Ⅴ期になると、くぼ地東側・北西側
とともに、くぼ地西側・南側での活動へと移っ
てくる。そして、この構図はⅥ期へと引き継が
れ、遺跡形成の主体はくぼ地の南側へと移って
くるのである。Ⅶ期の遺物が確認された B 地
点は、遺跡東端の尾根地形頂部に当たる。この

区域には縄文時代・弥生時代の遺跡形成が全く
認められないことは、極めて注目できる事象で
ある。
　以上のことから、次のようにまとめることが
できる。

　１.I 期〜Ⅴ期にあたる、縄文時代後期後葉〜
晩期末・弥生時代にかけては、平面形状ての字
状を呈するくぼ地の周囲で、遺跡形成活動が認
められる。
　２.I 期後期後葉にくぼ地南側から遺跡形成が
はじまり、東側・北西側・西側・南側へと活動
の変遷が確認できる。
　３. くぼ地東側、西側に舌状に伸びる地形上
では、Ⅱ期後期末から遺跡形成が始まって以
降、Ⅴ期に至るまで、継続して活動痕跡が確認
できる。
　４. ３に関連して、Ⅲ期・Ⅳ期になると、く
ぼ地東側と北西側の２ヶ所で遺跡形成活動が活
発になり、Ⅴ期はこれに加えて南側でも活動が
認められるようになる。
　５. ての字状のくぼ地を望まない、馬見塚遺
跡東端の高まりには、縄文時代・弥生時代の痕
跡は認められない。しかし、古墳時代になると
祭祀場として当地が選地されたようである。

　縄文時代当時のヒトたちの、ての字状のくぼ
地への意識は、一貫して極めて高かったことは
確実である。その理由として、上で鬼頭が論じ
たような湧水の存在は魅力的な説である。
　また、くぼ地を挟んで２ヶ所で同時に遺跡形
成活動が行われるようになった、Ⅲ期・Ⅳ期の
様相は極めて示唆的である。それぞれが各小集
団に対応するならば、Ⅲ期以降は、２つの小集
団による活動が行なわれていた可能性も想定し
得るかもしれない。その場合、さまざまな角度
から、くぼ地東側と北西側との様相の比較・検
討を行うことが必要となるであろう。
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　以上のように、馬見塚遺跡内における遺跡形
成の様相は一様ではなく、時期によって形成域
が移りながら、結果的に全体に広く痕跡が残さ
れていることとなった事情が明らかとなった。
その形成には、地形の変換点・凹地および湧水
地の存在など微地形の様相が大きな要因として
認められる。特に注目できる点としては、縄文
後期後葉から一貫して、くぼ地を意識した遺跡
形成活動が行なわれたこと、Ⅲ期以降はくぼ地
を挟んで形成箇所が２ヶ所であること、くぼ地
東側での形成は、Ⅱ期以降、繰り返して行なわ
れていることなどある。
　今回は、これまでの調査研究成果を集約し
て、いわば大まかな時期的変遷という基礎的内
容を提示し得た。今後、さらに出土遺物の調査
を継続して行う必要がある。出土土器の様相は
言うまでもないが、石器の出土状況も併せて検
討を行なう必要がある。馬見塚遺跡全体の遺跡

構造についてのより詳細な検討は、上記のよう
な次の段階の基礎的作業を経た上で、再度行な
いたいと考えているのである。（川添和暁）
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５．総括と今後の課題




